
ー

人口の動き

11月1日現在
口計 80，113 
(+ 1 85) 

男 38，40ワ
(+ 91) 

女 41，706 
(+ 94) 
26，086 
(+ 6ワ)

)は前月比

人

世帯数

平成7年

12月号
No.1193 

広
報

• 

• 

• 

伸
び
ゆ
く
わ
が
ま
ち
ノ
.

躍
進
続
け
る
大
村
甫
の
人
口
が
、
8
万

人
に
な
り
ま
し
た
D

8
万
人
目
の
市
民
と
な
っ
た
人
は
、
m
u

月
日
日
に
出
生
届
を
出
さ
れ
た
、
古
町
1

丁
目
の
村
上
祐
介
さ
ん
・
若
葉
さ
ん
ご
夫

妻
の
子
ど
も
開
く
ん
で
す
。
居
合
わ
せ
た

市
民
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
喜
び
の
中
で
、

甲
斐
田
市
長
に
よ
っ
て
、

8
万
人
目
の
-
認

定
証
や
記
念
品
を
贈
り
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
大
村
の
ま
ち
づ

く
り
に
夢
を
与
え
る

一
日
で
し
た
。

容一一一内なーーーーー主

-第34回おおむら祭りー・……・・・・一-…・・・・…・…・…一 2~3 

- 人権週間~幸せに生きたいか ら~… ・ ・ …一… ・ ・・ 4~5

-年末年始仕事案内…………………………………ー 7

-財政事情説明書を折り込んでいます。



第
例
回
お
お
む
ら
祭
り

秋
空
に
響
く
「
も
っ
て
こ
(
}
い
」

秩
を
彩
る
「
第
M
回
お
お
む
ら
祭
り
」
が
、
刊
月
2
日
(
前
夜
祭
)

と
2
日
間
行
わ
れ
、
大
麦
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
、
市
民
会
館
で
百
ミ
ス
大
村
の
選
彰
式
や
職
場
対
抗
歌
合
戦
が
あ
り
、
埋
め

つ
く
し
た
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
本
祭
り
は
、
大
村
部
隊
の
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
力
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
子
ど
も
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ
、
民
踊
・

日
舞
道
行
、
ミ
ス
大
村
パ
レ
ー
ド
、
郷
土
芸
能
で
は
今
村
浮
立
・
黒
丸
踊
・
水
主
町
コ
ツ

コ
デ
シ
ョ
、
樽
み
こ
し
が
次
々
に
鶴
亀
橋
を
出
発
。
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
祭
り
会

場

(一
ニ
城
小
グ
ラ
ン
ド
)
へ
と
ア
ー
ケ
ー
ド
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
祭
り
会
場
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
詰
め
か
け
た
市
民
の
前
で
演
技
を
披
露
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
カ
ー
ニ
バ

ル
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
お
お
む
ら
の
祭
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

-
3日
(
本
祭
り
)

知山、
~- ~ .， 

惨カラーガード隊
祭りに初出場。鮮やかな演技を

披露する海上自衛隊女性隊員の

皆さん。

平成7年12月号広報おおむら

企子どもバトントワラーズ

見事なバトンさばきを披露する

PL大村MBAの皆さん。

勇壮な演技に会場から

の
声
'

hv
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
(
前
夜
祭
)

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
た
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
「
紙
ね
ん
ど
」
の

2
人

」
バ!企樽みこし

祭りにかかせない 「樽みこし」。 子ど

もから大人みこし10団体600人が参加。 ー• 

A 職場対抗歌合戦(前夜祭)

市内の職場から10チームが参加。 3人の

息もピッタシ、自慢ののどを披露しまし

た。

• 

r;-:-な/
告会診敬

富YY
ヨダY

企チアリーダー

若さあふれる演技で祭り

を盛り上げた向陽高校チ

アリーダーの皆さん。

企ぷf出踊るミ:;:J¥) 7. 1>. 
ダンスの皆さん。

企三城子ども太鼓
会場いっぱいに響きわたる
ば、ちの音。 4

黒
丸
踊

壮
観
な
花
傘
と
華
麗
な
踊
り
は
観
衆
を

一

魅
了
し
ま
し
た
o

企日;舞道行
藤間流「紅の会」による優雅な舞が披露されました。

4
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

祭
り
広
場
は
、
大
村
部
隊
音
楽

隊
の
ド
リ
ル
演
奏
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

2 -

企今村浮立
子どもから大人まで総出演。子や孫に伝摂してほしい

郷土芸能です。

• 4カーニパル
3部隊の趣向を凝した出
し物に子どもたちは大喜

び。

企民踊道行
連合婦人会、民踊協会、民踊愛好会、農協婦人部

の総勢300人が出演しました。

一 3-

ー 、ご、



幸せに生きたいからt
 

j

j
l
 

12月4日-10日人権週間

幸
せ
に
生
き
て
い
く
権
利

l
こ
れ
は
日
本
国
憲
法
で
、
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
認
め
ら
れ
た
権
利
、

つ
ま
り
人
権
で
す
。
し
か
し
、

実
際
は
と
う
で
し
ょ
う
。
現
代
の
複
雑
な
社
会
環
境
の
な
か
で
は
、
学

校
で
の
い
じ
め
や
体
罰
、
男
女
差
別
、
エ
イ
ズ
差
別
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
な
ど
、
人
権
を
無
視
し

た
行
為
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
有
数
の
経
済
大
国
に
な
り
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た

半
面
、
人
へ
の
思
い
や
り
ゃ
気
配
り
、
連
帯
感
な
ど
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、
こ
う
し
た
問
題
に
目
を
向
け
、
人
権
と
は
伺
か
、
人
権
の
尊
重
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、
も
う
一
度
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
つ
て
な
ん
で
す
か

る
能
力
を
、
日
々
の
生
活
の
中
で

最
大
限
に
発
揮
し
て
、
よ
り
幸
福

な
人
生
を
送
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
権
利
で
す
。

人
権
を
尊
重
し
、
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ま

ず
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
他
人

の
基
本
的
人
権
を
お
互
い
に
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
自
分
た

人
権
と
は
、

一
口
で
い
え
ば、

「
社
会
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を

営
む
の
に
必
要
な
人
間
と
し
て
当

然
に
も

っ
て
い
る
固
有
の
権
利
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
別
の

面
か
ら
い
え
ば
、
す
べ
て
の
人
聞

が
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

弘 祖~t~... at  Sこさ

お互いに協力し合って「人権の花」を栽培した

竹松小学校3年生児童の皆さん (竹松小学校)

ち
の
手
で
大
切
に
守
り
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
で
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
営

ん
で
い
く
上
で
、
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た

り
、
あ
る
い
は
法
律
上
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
く

て
困

っ
た
と
き
に
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
所
と
し
て
、
人
権
擁
護
機

関
が
開
設
し
て
い
る
「
人
権
相
談

所
」
が
あ
り
ま
す
。

人
権
相
談
所
は
、
法
務
局
・
地

方
法
務
局
お
よ
び
支
局
で
常
時
開

設
し
て
い
る
常
設
相
談
所
や
市
役

所
市
民
相
談
室
(
毎
月
第
1
木
曜

日
)
ほ
か
、
臨
時
に
開
設
(
特
設

相
談
所
)
し
て
、
法
務
局
職
員
や

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
は
、

自

宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、
む
ず

か
し
い
手
続
き
は
な
に
も
い
り
ま

せ
ん
。
相
談
の
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
近
く
に
人
権

擁
護
委
員
が
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
各
市
町
村

の
地
域
住
民
の
中
に
あ

っ
て
人
権

擁
護
活
動
を
行
う
任
務
を
も
っ
た

人
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
地
域
住

民
の
中
か
ら
人
格
識
見
の
す
ぐ
れ

た
人
を
選
ぴ
、
そ
の
協
力
を
得
る

と
と
も
に
人
権
侵
害
が
起
き
な
い

よ
う
に
監
視
し
、
人
権
を
擁
護
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

考
え
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
次
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。
隣
人
問
題
や
仲
間

は
ず
れ
、
い
じ
め
な
ど
で
お
悩
み

の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

気』い
。

。
人
権
擁
護
委
員

石
橋
正
夫

(
久
原
1
丁
目

宮
⑬
6
0
9
4
)

錦
戸
貞
子

(
木
場
1
丁
目

宮
(⑪

0
1
9
7
)

山
〈
ロ
本
康
子
(
杭
出
津
2
丁
目

合
⑬
3
2
7
5
)

清
(
玖
島
2
丁
目

宮
⑬
4
4
3
3
)

山
口

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

- 4 -

人
権
擁
護
委
員

石

橋

正

夫

さ

ん

私
た
ち
は
、
か
ね
て
心
な
ご
や

か
で
、
家
庭
内
は
も
ち
ろ
ん
、
隣

近
所
の
人
々
と
平
穏
な
日
々
を
過

ご
せ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
人
々
は

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
ご
と
を

持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
人
が
い
た
ら
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
心
が

な
ご
む
の
に
、
解
決
の
糸
口
を
つ

け
て
も
ら
え
た
ら

一
層
意
を
強
く

し
ま
す
。

そ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
・

心
配
ご
と
・
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
場

合
に
、
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
の
方
法
な

ど
を
考
え
て
あ
げ
る
の
が
地
域
に

い
る
人
権
擁
護
委
員
で
す
。



突
然
出
て
い
け
と
一
一
一
一
回
一
わ
れ

τも

だ
付
ど
億
り
て
い
る
家
だ
か
ら

仕
方
な
い
の
か
し
ら

平成7年12月号

地借家の問題、

差別問題をはじめ、家庭内の問題、借

いじめ、体罰、部落

外国人差別の問題など非常に幅の広い

隣近所とのもめごと、

問題が持ち込まれています。

人権相談には、

広報おおむら

へ
ん
な
、
つ
わ
さ
、
を
た
て
ら
れ
て
、

毎
尽
織
な
患
い
ば
っ
か
り
・

ど
こ
か
に
引
っ
越
そ
う
か
し
ら
・
..
 
，
 

-

詳しいことは、

長崎地方法務局大村

お尋ねください。

支局 (ft⑫2547)へ

H

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
U

ー
わ
た
し
た
ち
大
人
の
役
割
は
|

生
ま
れ
な
が
ら
に
、
だ
れ
も
が

も
っ
て
い
る
人
権

|

大

人
だ
け

で
は
な
く
、

当
然
子
ど
も
に
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
人
権

を
取
り
巻
く
環
境
を
み
る
と
、
い

じ
め
や
体
罰
、
あ
る
い
は
こ
う
し

た
問
題
が
引
き
起
こ
す
登
校
拒
否

や
傷
害
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

な
か
に
は
、
い
じ
め
に
耐
え
か
ね
、

自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
子
さ
え

あ
り
ま
す
。

人
権
を
無
視
す
る
よ
う
な
、
い

じ
め
や
体
罰
が
、
子
ど
も
た
ち
に

与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
な
心
に
負
っ
た
傷
は
、
な
か

な
か
い
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
。
ま
た
、
い
じ
め
た
側
に
し

て
も
、
そ
の
と
き
は
い
た
ず
ら
半

分
で
し
て
い
た
こ
と
で
も
、
大
人

に
な
っ
て
自
分
の
し
た
こ
と
の
愚

か
さ
を
嘆
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

、っ
。
「子
ど
も
の
す
る
こ
と
だ
か
ら
」

と
い

っ
て
黙
認
せ
ず
、
小
さ
な
と

き
か
ら
思
い
や
り
を
も

っ
た
行
動

を
教
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
人

権
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
み
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

だ
れ
も
が
等
し
く
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る

最
近
の
子
ど
も
は
、

一
つ
の

「
間
」
が
な
く
な

っ
て
い

る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
遊
ぶ
仲

間
、
自
由
に
使
え
る
時
間
、
そ
し

て
外
で
伸
び
伸
び
と
運
動
す
る
空

間
で
す
。
つ
ま
り
、
一
人
ひ
と
り

が
孤
立
化
し
、
家
と
学
校
、
あ
る

い
は
塾
と
の
行
き
来
が

一
日
の
大

半
を
占
め
て
い

る
生
活
習
慣
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
不
得
手
に
な
り
、
自

分
の
穀
に
閉
じ
込
も
っ
て
し
ま
う

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
人
を
思
い
や
り
、

気
配
り
を
す
る
心
は
育
て
ら
れ
ま

せ
ん
。
将
来
、
日
本
を
背
負
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
を
、
「
間
」
の
な
い

環
境
か
ら
守
り
、
子
ど
も
の
と
き

か
ら
人
権
意
識
を
目
覚
め
さ
せ
る

の
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人
の
責
任

で
す
。

を開設します「特設人権相談所」

理由なく無理を強いられたり、人権を無視されている

その{也のこ

お気軽にご相談ください。

「いじめJ I不登校J I体罰」 など、

子どもの人権問題についても相談に応じています。

なお、相談は無料で、秘密は守られます。

12月7日(木)、午前10時~午後4時30分日寺日
4、

市役所大会議室

相談員 人権擁護委員、法務局職員

※定例相談は、毎月第 1木曜日 (午前10時~午後3時)

に、市役所市民相談室で行っています。

また、土地、家屋、戸籍、登記、相続、

とでお悩みの人は、

また、児童生徒の

所土着

人
権
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
i

人、

長崎地方法務局大村支局長

江口俊哉さん

世
界
人
権
宣
言
が
1
9
4
8年

(
昭
和
お
年
)
ロ
月
刊
日
、
国
際
連

合
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
必
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
基

本
的
人
権
尊
重
の
原
則
を
定
め
た

も
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
世
界
各
国
が
、

そ
し
て
わ
が
国
も
憲
法
や
法
律
に

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
国
民
の

人
権
擁
護
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
人
権
の
共
存
に
向
け

て
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
長
崎
地
方
法
務
局

大
村
支
局
の
職
員
は
、
大
村
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
の
人
権
擁
護
委

員
と
と
も
に
、
市
民
の
人
権
を
擁

護
し
て
い
く
た
め
、
常
に
自
由
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
最
大
限
の

努
力
を
し
、
啓
発
を
続
け
て
い
ま

す
。
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j手減'T~手主夫総キ役者劾4著者表努~ 教育功労者

1?個人・4団体

表彰を

教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
皆
さ
ん(け
/
1
・
市
役
所
)

勲叙の秋
二大村から5人が受章二

市
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
方
に
贈
る
「
教
育
功
労

者
表
彰
式
」
が
日
月
1
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
江
崎
教
育
委
員
長

か
ら
、
ロ
個
人
・

4
団
体
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

河
野
忠
博
さ
ん
(
荒
瀬
町
)
が

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
「
栄
え
あ

る
栄
誉
を
賜
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
微
力
な
が
ら

市
政
の
発
展
に
尽
力
し
た
い
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
表
彰
〉

V
松
内
理
一

多
年
に
わ
た
り
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
「
黒
丸
踊
」
の
保
存
伝

承
に
尽
力
。

〈永
年
勤
続
〉

(教
職
員
)

V
田
中
彊
V
岩
田
敏
子
V
口
石
保

範
V
大
川
内
惟
明
V
溝
上
敏
紀
V

城
代
節
代
V
岩
田
激
幸
V
中
嶋
剛

(
学
校
医
)

V
岡
松
尾
喜
海
V
田
川
恒
之

(文
化
財
審
議
会
委
員
)

V
河
野
忠
博

〈篤
志
寄
付
V

V
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

玖
島
中
学
校
、
郡
中
学
校
、
大

村
中
学
校
へ
吹
奏
楽
器
を
寄
贈
o

v橋
本
マ
ツ
エ
V
側
丸
源

奨
学
基
金
へ
多
額
の
浄
財
を
寄

飴
目
。

V
加
島
澄
子
V
今
里
和
照

文
化
基
金
へ
多
額
の
浄
財
を
寄

酋
目
。

V
小
村
孝
V
大
村
コ
ン
ク
リ
ー
ト

側
V
側
平
山
組

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
多
額
の

浄
財
を
寄
贈
。

V
原
田
綱
夫

市
立
図
書
館
へ
多
数
の
図
書
を

寄
贈
。

平成7年秋の叙勲の受章者が発表さ

れ、大村からは次の 5人の方が栄えあ

る章を受けられました。

おめでとうござい ます0

・勲六等単光旭日章

中村春良さん(玖島 2丁目・ 73歳)

元長崎県警視

・勲六等瑞宝章

西村照子さん(富の原 1丁目 .61歳)

元養護施設「大村子供の家」

主任指導員

・勲七等青色桐葉章

間貞男さん(諏訪2丁目 ・70歳)

元九州電力側長崎支庖長崎電力所

諌早保線所作業長

・勲七等瑞宝章

田中嘉毒夫さん(久原 1丁目 .63歳)

元入国警備官

藤井文夫さん(武部町 ・70歳)

元大村市技術吏員

-

τ

金口

‘
-
庁

一

-
T
E

f
f
H

U
話

器

墨
軒

高
き

州

1

2

F

の

そ
芸

作

一一
一
一サ

二

一
周

回

h
ノ

一一

一
日山コ

大
村
警
察
署
の
庁
舎
は
、
老
朽
化
が
著
し
く

な
り
、

ま
た
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
森
園
町
の

旧
市
民
プ
l
ル
跡
地
に
新
し
く
庁
舎
を
建
設
中

で
し
た
。
こ
の
た
び
、
完
成
し
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ

し
、
ロ
月
1
日
悩
ま
で
は
、
旧
庁
舎
で
業
務
を

行
い
ま
す
。

※
電
話
番
号
は
従
来
通
り
宮
⑬
0
1
1
0
で
す
。

旧
市
民
プ

l
ル
跡
地
に
新
築
移
転

H

大
村
警
察
署

1
2
7年
ロ
月
2
日
業
務
開
始

1

〈案内図〉

防
犯
栄
誉
錫
章
を
受
章

こ
の
ほ
ど
大
村
市
連
合
防
犯
協

会
副
協
会
長
の
上
野
類
作
氏
(
均

歳
)
が
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
安
全

活
動
に
多
大
の
功
労
が
あ
っ
た
と

し
て
、

「全
国
防
犯
協
会
連
合
会

会
長
」
か
ら
、
防
犯
栄
誉
銅
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
昭
和
幻
年
に
大
村
市同

国丁路{呂氏作類野上

長
か
ら
防
犯
連
絡
所
長
と
し
て
委

嘱
を
受
け
、
ま
た
昭
和
凶
年
に
竹

松
地
区
防
犯
協
会
長
に
就
任
、
さ

ら
に
平
成
6
年
に
は
大
村
市
連
合

防
犯
協
会
副
協
会
長
に
就
任
。
現

在
に
至
る
ま
で
多
年
に
わ
た
っ
て
、

大
村
市
の
地
域
安
全
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
的
な
立
場
か
ら
、
市
民
の
安

全
意
識
の
高
揚
や
、
暗
が
り
対
策

な
ど
の
環
境
整
備
活
動
の
推
進
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通
じ

て
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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暴
力
追
放
推
進
会

が
発
足

歓
楽
街
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し

よ
う
と
、
市
内
の
飲
食
庖
経
営
者

な
ど
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
大
村

警
察
署
と
連
携
し
た
「
歓
楽
街
か

ら
の
暴
排
大
村
推
進
会
」
が
叩
月

ロ
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

同
推
進
会
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市

内
の
歓
楽
街
を
4
ブ
ロ

ッ
ク
に
分

け
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
責
任
者
と

推
進
員
を
配
置
。
推
進
員
は
、
各

飲
食
庖
か
ら
の
暴
力
団
に
関
す
る

情
報
を
ブ
ロ
ッ
ク
責
任
者
を
通
じ

事
務
局
(
同
署
刑
事
課
)
に
情
報
を

提
供
。
違
法
行
為
が
あ
れ
ば
、
同

署
が
取
り
締
ま
る
仕
組
み
で
す
。



ぜ

年年
始末

f 

市
役
所
の
仕

案
内

H
H
M
M
月
mu
日
働
1
1
月
3
日
制
ま
で
通
常
業
務
は
休
み
で
す

l

-、、
、ー

み

収

集

。
燃
え
る
ゴ
ミ

年
末
は
、
ロ
月
初
日
出
ま
で
平

常
通
り
収
集
し
ま
す
。

・
ロ
月
mu
日
働
は
火
・
金
曜
日
が

収
集
日
に
な
っ
て
い
る
区
域

・
ロ
月
初
日
出
は
水
・
土
曜
日
が

収
集
日
に
な
っ
て
い
る
区
域

-
月
・
木
曜
日
の
区
域
は
、
ロ
月

刊

ω
日
闘
が
最
終
日
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
年
始
は
、

1
月
4
日
偏
か
ら
平

常
通
り
収
集
を
行
い
ま
す
。

。
不
燃
ゴ
ミ

平成7年12月号

不
燃
ご
み
の
収
集
は
日
割
表
通

り
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

町
内
に
よ
っ
て
は
、
中
旬
で
収

集
が
終
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

お
願
い
年
末
に
は
集
中
し
て
ご
み
が
排

出
さ
れ
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
各
家
庭
・
事
業
所
な
ど
、
掃

除
は
早
め
に
計
画
的
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

広報おおむら

し
尿
く
み
取
り

-
ロ
月
初
日
出
ま
で
平
常
通
り
く

み
取
り
を
行
い
ま
す
。

※
ロ
月
お
日
制

-m日
間
も
く
み

取
り
を
行
い
ま
す
。

※
年
始
は
、

1
月
5
日
働
か
ら
平

常
通
り
く
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ

い。

問
い
合
わ
せ
清
掃
課
(
宮
⑭

3

1
0
0
)
 

水

道

業

務

休
み
中
も
午
後
4
時

ω分
ま
で

料
金
徴
収
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま

す
。市

税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
椙
談

市
税
(
市
県
民
税

・
国
民
健
康

保
険
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
な
ど
)
の
休
日
納
税
相
談
お

よ
び
収
納
事
務
を
行
い
ま
す
。

日
時
ロ
月
日
日
側
、
午
前
9
時

1
午
後
5
時

※
こ
の
日
は
、
県
税
の
納
税
相
談

も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

場
所
税
務
課
窓
口

出
生
・
死
亡
届
な
ど

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
、
戸

籍
の
届
け
出
は
、
休
み
中
も
宿
日

直
で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
や
転
出
、
諸
証

明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

市
~ 

II 

病

院

急
患
は
い
つ
で
も
、

当
直
の
医

師
(
内
科
系
・
外
科
系
)
が
診
療

し
ま
す
。

小
児
科
の
急
患
に
つ

い
て
は
、

ロ
月
初
日
出
と
1
月
2
日

ωの
午

前
中
は
、
小
児
科
医
が
診
療
し
ま

す
。図

書
館
・
史
料
館

ロ
月
お
日
嗣
か
ら
1
月
4
日
嗣

ま
で
休
館
し
ま
す
。

戸籍謄抄本等の交付手数料が

変わります
戸籍 (謄本 ・抄本 ・除籍 ・原

戸籍-記載事項証明書)の受性手数料

が次のように改定されます。

f 

竜、

戸籍手数料一覧表

申請内容 手数料額

① 戸籍の謄抄本
1通 450円

② 除籍の謄抄本 1通 750円

③ 戸籍に記載した事項に関す
証明事項1件 350円

る証明

④ 除籍に記載した事項に関す
証明事項1件 450円

る証明

⑤ 届出・ 書申請の受理証明書ま
たは届 その他の書類の記 1通 350円
載事項の証明書

⑥ 上質紙を用いた受理証明書養
(婚姻・離婚・養子縁組・ 1通 1.400円
子離縁または認知の届出

⑦ 届書その他の書類の閲覧 書類 1件 350円

~三\ 大丈夫てすか?
1 ⑩ちノ 歳末特別警戒

= 12月28日--31日二 1 

1 市消防団では、火災発生防止と人命損傷事故の未然 |

|防止を図るため、夜間警戒巡視などを行い特別警戒を i
l実施します。 i 
i 期間中「消防の時間」を午後8時と定め、火の元点検 l
iの励行を呼びかけるため、 30秒間サイレンを鳴らします。i

l もう一度、火の元を点検しましょう。 i 
l消防演習招集サイレン・ • .12月28日(木)、午前8時

市議会の本会議を市庁舎内のテレビで

放映しています

市民課問い合わせ

市政を知る最も良い方法は、市議会の本会議を傍聴

することですが、傍聴席には、数に限りがあります。

市民課前ロビー、な らびに大会議室のテレビで放映

していますので、皆さんご利用くださし」

※市議会の定例会は、毎年、 3月、 6月、 9月、 12月

に招集され、必要がある場合には、臨時会が随時招

集されます。

問い合わせ 総務課
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大村市田昌読 小j¥学生2川熱弁を振るう元墨書 (11/3叫開)

一一一 児童読書感想発表大会が11月3目、

中地区公民館で行われ、市内小学校の

児童代表23人が熱弁を振るいました。
この結果、低学年の部で、“宇宙を

みたよ/を読んで"の木村紗耶子さん

(放虎原小3年)と高学年の部で、“レ
ーナ・マリア物語を読んで"の船原明

日香さん (大村小6年)の2人が、市
代表として県大会に出場することにな

りました。

多彩な催し
卜スポッ

秋たけなわ
力メラ

砂
親
子
で
さ
わ
や
か
な
汗

(
叩
/
包
・
市
民
体
育
館
)

.，#， 

hv
松
浦
党
見
参
H
H

一

(什
/

6
・
市
民
会
館
)

源
平
合
戦
と
松
浦
党
を
題
材
に
し
た
演
劇
「
異
聞
・

源
平
盛
衰
記
風
と
牙
」
の
大
村
公
演
が
、
円
月

6

目
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
活
躍
中
の
俳
優
障
に
よ
る
迫
力
あ
る
演

技
と
大
掛
か
り
な
舞
台
装
置
は
、
満
席
の
観
衆
を
圧

倒
し
、
方
言
を
斐
え
た
せ
り
ふ
に
は
客
席
も
沸
き
、

会
場
は
惜
し
み
な
い
拍
手
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

2ふ漕コム姻恥

ぅ;十.~~芳子J 三 ;事
小

‘第36回を迎(七芳埜禁)
市音楽団体協議会主催の「市民音

楽祭」が10月29日、市民会館で開か

れ誌が邦楽や小学生高校生

の合唱独唱中学生による吹奏ぎ

などが披露され、患の合つTたこ見事d
演奏などに、会場から盛んな拍手か

送られました。

企
す
ば
ら
し
い
作
品
が
ス
ラ
リ

(
叩
/
鈎
・
三
城
小
学
校
)

壁
画
を
通
じ
て
創
造
力
や
協
謂
心
を
養
い
、
子

ど
も
会
の
文
化
活
動
の
活
発
化
を
図
ろ
う
と
「
壁

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
叩
月
白
日
、
一
二
城
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
子
ど
も
会
か
ら
、
引
チ
ー
ム
が
参
加
。

日
ご
ろ
の
子
ど
も
会
活
動
や
地
域
社
会
活
動
の
体

験
を
題
材
に
、
協
力
し
て
描
い
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
今
村
子
ど
も
会
が
、
最
高
賞
の

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。A 多良山系の秋を満喫/

(11/5 .多良山系)

多良山系の自然のすばらしさを知ってもらおうと11
月5日、「多良火山火口壁ウオーク」が開催されました。

多良岳コース、五家原岳コース、経ケ岳コースの3
コースに県内から 150人が参加。

澄みきった秋空のもと、登山者は多良山系の秩を満

喫していました。

砂市街地の夜景を楽しむ
( 10/21・市営陸上競技場)

簡易保険加入者協会の支援に

よる「第3ロミッドナイトウオ
ークラリー大会」 が10月21日の

夜に行われました。

三の日は、家族や職場の仲間

なe'，4歳から最高齢愉まで

の'762人が参加。
陸上競技場から琴平ス力イパ

ークまて‘の往復コースモ、市街
地の夜景を楽しみなかり楽しく完歩しました。

母
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(
市
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
主
催
)
が
叩
月
包
目
、
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
竹
回
目
。
大
会
に
は

約
3
5
0人
が
参
加
し
、
ポ
ー
ル
送
り
や
ス
プ
ー
ン

レ
ー
ス
、
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
を
楽
し
み
な
が
ら
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

平成7年12月号広報おおむら

企
稚
ナ
マ
コ
の
放
流

(叩
/
9

・
松
原
沿
岸
)

大
村
市
漁
協
松
原
支
部
で
は
、
稚
ナ
マ
コ

4

5
、
0
0
0匹
を
大
村
湾
に
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
稚
ナ
マ
コ
は
、
漁
協
が
県
の
水
産
業
改

良
普
及
所
の
指
導
を
受
け
て
、
今
年
春
に
親
ナ

マ
コ
か
ら
採
卵
し
、
幼
生
を
力
キ
穀
に
借
着
さ

せ
て
約

5
か
月
間
育
て
た
も
の
で
す
。

稚
ナ
マ
コ
は
体
長

1
1
2セ
ン
チ
に
成
長
し

て
お
り
、
力
キ
殻
に
伺
着
さ
せ
た
ま
ま
松
原
の

沿
岸
の
海
に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
湾
の
ナ
マ
コ
は
、
柔
ら
か
い
肉
質
と
風

味
で
大
村
の
特
産
品
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
の

冬
に
は
出
荷
で
き
る
ほ
ど
の
成
長
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

4
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表

(叩
/
日
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

第
何
回
「
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
」
が
叩
月

刊
日
か
ら

3
日
間
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
開
か

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
は
、
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
発
表
し
よ
う
と
毎
年
開
か
れ
て

い
る
恒
例
行
事
で
、
舞
台
発
表
や
展
示
発

表、

バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

- 8 

ー三さ~ 

4
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん

(叩
/
却
・
県
消
防
学
校
)

遊
び
を
通
し
て
火
遊
び
の
防
止
や
消

防
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
叩
月

白
日
、
「
ち
び
っ
子
防
火
大
会
」
が
県

消
防
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
内
の
辺
保
育
所
(
冨
)

か
ら
約
制
人
が
参
加
。
隊
員
の
腹
話

術
に
よ
る
火
遊
び
防
止
を
誓
っ
た
あ
と
、

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
救
助
訓
練
や
一
斉
放

水
を
見
学
。
こ
の
ほ
か
、
消
防
車
と
の

綱
引
き
、
人
間
モ
グ
ラ
た
た
き
な
ど
の

多
彩
な
催
し
に
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

一三
一三響
、

議

1
7
L
川
喝

- 9 -



大

村

湾

を

り大 、
組村 l.• 
む湾 {

10子の
/と汚
句も染
た度

大ち笠
村害
亘書 弘

信主
上い
)取

き

れ

子
ど
も
た
ち
に
、

大
村
湾
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
で
は
大
村

湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大
村
支
部

と
の
共
催
で
、
日
月
日
日
に

「大

村
湾
観
察
ク
ル
l
ジ
ン
グ
」
を
行

い
ま
し
た
。

大
村
湾
は
、
流
域
人
口
増
な
ど

に
伴
う
生
活
排
水
な
ど
に
よ
り
、

水
質
汚
濁
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の

対
策
の
た
め
市
で
は
、
沿
岸
の
市

や
町
と
連
携
し
、
下
水
道
の
整
備

や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
排
水

対
策
学
習
会
な
ど
を
通
じ
て
、
家

( 不法投棄は禁止ですf i 
悪質な不法投棄が発生しています。 i

不燃物、ごみなどを集積所に出すときは、でき | 
るだけ収集日の朝から出すようにお願いします。 | 
先日、多くの衣類などを山の中または、雑草が |

繁茂している場所へ捨ててあり、現在警察にお願 |

| いして捜査中です。不法投棄者は、法律により罰 | 
| せられます。不法投棄は絶対にしないで、市の清 l
l 掃センターへ持参してください。
! 空き缶などのポイ捨ては、市民皆様のご協力で、 j 
i 昨年と比較しますとかなり減ってきています。 i
! 今後も美しいふるさとづくりに、ご協力をお願 i

l いします。 i

i問い合わせ 環境保全課 l 
し、

庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、
大
村
湾
の
実
態
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
環
境
教
育
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
当

日
は
沿
岸
の
小
・
中
学
生
約
1
6

0
人
が
参
〆
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
透
明
度
検
査
、

汚
染
度
検
査
な
ど
を
通
じ
て
、
「
大

村
湾
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
の

認
識
を
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
村
湾
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、

mm
歳
以
上
を
対
象
に

空
き
缶
圧
縮
機
、
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た

日
月
2
日、

同
食
品
容
器
環
境

美
化
協
会
(
河
合
混
二
会
長
)
か

同
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
地
方

幹
事
・
善
住
氏
か
ら
馬
場
会
長
に

贈
ら
れ
ま
し
た
(
竹
松
本
町
)

し
た
「
大
村
湾
釣
り
大
会
」
も
行

わ
れ
、
大
会
に
は
約
初
人
の
沿
岸

住
民
が
参
加
し
、
腕
を
競
い
ま
し

た
。成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

女
大
物
賞
H
H
塚
浦
和
良
(
グ
チ

m
・

5
セ
ン
チ
)

-R大漁
賞

1
1位
・
:
塩
田
純

一
、

2
位
:
・
平
田
靖
夫
、

3
位
・
:
測
純

一
郎

必

大物が釣れた「大村湾釣り大会」
(10/15・長崎空港周辺)

ら
環
境
美
化
活
動
支
援
事
業
と
し

て
、
竹
松
本
町
第
二
町
内
会
(
馬

場
等
会
長
)
に
、
空
き
缶
圧
縮
機

(
自
動
選
別
機
能
付
)
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

同
町
内
会
は
、
日
ご
ろ
か
ら
子

ど
も
会
と
共
同
で
ゴ
ミ
減
量
・
資

源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
、
今
回
環
境
美
化
運
動
な
ど

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
全
国
で
お
団
体
、

県
内
で
は

2
団
体
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
叩
月
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
協
議
会
会
長
賞
も
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
海
を
子
ど
も
た
ち
に
残
そ
う

10 -

活
き
活
き
お
お
む
ら
推
進
会
議

で
は
、
今
年
度

「大
村
よ
か
と
こ

再
発
見
」
を
テ
1

マ
に
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
私
た
ち
の

大
村
湾
を
見
直
そ
う
と
叩
月
お
日
、

大
村
公
園
裏
海
岸

一
帯
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
小
雨
の
降
る
天
気
で

し
た
が
、
早
朝
か
ら
大
村
湾
を
き

れ
い
に
す
る
会
、

一
般
市
民
な
ど

約

ω人
が
参
加
。
海
岸
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
漂
流
物
や
板
切
れ
、
空

き
缶
な
ど
が
捨
い
集
め
ら
れ
ま
し

た
。

参
〆
加
者
の
皆
さ
ん
、
早
朝
か
ら

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

散
乱
す
る
ゴ
ミ
な
ど
を
清
掃
す
る

参
加
者
の
皆
さ
ん

(
叩
/
お
・
大
村
公
園
先
沿
岸
)

玖
島
城
の
石
垣
が
ス
ッ
キ
リ

九
電
工
大
村
営
業
所
(
井
手
国

語
一
所
長
)
は
叩
月
幻
日
、
玖
島

城
石
垣
の
除
草
と
信
号
機
(
大
村

奉
仕
作
業
す
る
九
電
工
大
村
営
業

所
員
の
皆
さ
ん
(
叩
/
引
・
大
村
公
園
)

駅
前
か
ら
松
並
1
丁
目
ま
で
)
の

清
掃
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
き
わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
旬
間
」

の
一
環
と
し
て
、
早
朝
か
ら
所
員

約
切
人
が
高
所
作
業
車
な
ど
を
使

い
、
板
敷
櫓
周
辺
の
石
垣
を
除
草
。

茂
っ
て
い
た
草
も
刈
り
取
ら
れ
、

み
る
み
る
う
ち
に
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
も
今
年
で

5
回

目
で
す
。
早
朝
か
ら
参
r
加
さ
れ
た

所
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。



'95 
ミ
ス
大
村

3
人
決
ま
る

ー
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
一
役

1

%
ミ
ス
大
村
、
ミ
ス
お
お
む
ら

桜
、
ミ
ス
花
菖
蒲
の

3
人
の
美
の

使
節
が
決
ま
り
ま
し
た
口

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
、
商
工

会
議
所
、
観
光
協
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
今
回
で
日
回
目
。

日
月
2
日
、
お
お
む
ら
祭
り
前
夜

祭
で
の
選
彰
式
、
そ
し
て
、

3
日

の
本
祭
り
で
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
で

あ
で
や
か
な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の

1
年
間
大
村
市

の
代
表
と
し
て
、
公
式
行
事
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
く
3
人
の
方
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
①
応
募
さ
れ
た
動
機

②
趣
味
や
特
技
③
将
来
の
夢

④
理
想
の
人
(
好
き
な
タ
イ
プ
)

⑤
大
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
こ

ろ
⑥
抱
負
の
6
項
目
で
す
。

平成7年12月号

す
ぺ
官
、

し
一悩
料

胞

一

恥
の

内

ぷ
①
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
と
、

動

も

う

1
人
の
自
分
を
発
見
で
き
る

れ
い
よ
い
機
会
だ
っ
た
か
ら
②
お
菓

動
子
作
り
・
ス
ポ
ー
ツ
(
バ
レ
l
ボ

…材

l
ル
)
③
航
空
関
係
④
知
的

拘
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
同
じ
価
値

ぁ
観
を
持
つ
人
⑤
四
季
折
々
の
花

広報おおむら

• 諏ミ
訪尖
三子村

自 11
二-i
20 J 去
歳蕃;:
品さ

茎ん

①
初
歳
の
記
念
に
・
:
②
音
楽
鑑

賞
③
歯
科
衛
生
士
④
や
さ
し

い
人
⑤
大
村
の
自
然
の
花
々

⑥
こ
れ
か
ら
大
村
市
の
た
め
に
、

恥
じ
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い

よ
し
ざ
き
み
ず
き

・
ミ
ス
お
お
む
ら
桜

1
吉
崎
瑞
紀

さ
ん
(
武
部
町
・
四
歳
・
学
生
)

が
楽
し
め
、
自
然
が
豊
か
な
と
こ

ろ
⑥
大
村
市
の

P
R
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
頑
張
り
た

・
ミ
ス
花
首
畢
凋

1
ぃ
率
一
騎
手
さ
ん

(
久
原
1
丁
目
・
四
歳
・
学
生
)

①
叩
代
最
後
の
楽
し
い
思
い
出
を

作
る
た
め
に
②
華
道
・
ド
ラ
イ

ブ
③
現
在
、
ホ
テ
ル
業
務
の
勉

強
を
し
て
い
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス

業
関
係
に
進
み
た
い
④
私
が
お

し
ゃ
べ
り
な
の
で
、
お
と
な
し
い

男
性
の
人
が
い
い
で
す
⑤
大
村

の
自
然
の
美
し
さ
(
体
で
感
じ
る

よ
り
も
日
で
見
て
楽
し
む
と
こ
ろ
)

⑥
大
村
市
の
た
め
に
、
少
し
で
も

力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い

な
お
、
こ
の

1
年
間
、
市
の
発

展
・

P
R
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
た

似
ミ
ス
大
村
の
野
口
育
乃
さ
ん
、

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
の
演
口
美
穂
さ

ん
、
ミ
ス
花
菖
蒲
の
宮
本
洋
子
さ

ん
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

，.、..... ごぢ5自由席，.、..... 

大村市・鹿島市の親睦を深めた

⑭ 親善バレーボール大会

大
村
・
鹿
島
両
市
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
通
じ
て
、
相
互
の
親
睦
と

融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
国
道
4

4
4
号
の
早
期
開
通
に
向
け
て
の

運
動
を
推
進
し
よ
う
と
、
大
村
市

親
睦
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
た
「
親

善
。
ハ
レ
l
ボ
ー
ル
大
会
」

(刊

/
5
・
市
民
体
育
館
)

-
鹿
島
市
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
日
月
5
日
、
市
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

両
市
の
小
学
生
・
中
学
生
、
そ

し
て
マ
マ
さ
ん
グ
ル
ー
プ
な
ど
ロ

チ
l
ム
が
参
加
。
昼
休
み
に
は
綱

引
き
ゲ
l
ム
を
行
い
、
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

国
道
4
4
4
号
は
、
大
村
市
と

鹿
島
市
を
直
接
結
ぶ
幹
線
道
路
で

す
。
昭
和
弘
年
か
ら
改
良
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
境
の
(
仮

称
)
平
谷
黒
木
ト
ン
ネ
ル
も
平
成

9
年
度
完
成
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ

で
工
事
中
で
す
。
全
面
開
通
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康
体
操

健
康
が
話
題
に
さ
れ
る
こ
の
ご

ろ
で
す
。

無
理
な
く
健
康
で
美
し
く
・
・
・
。

私
た
ち
「
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
康

体
操
」
の
願
い
は
、
ご
く
普
通
の

場
所
で
仲
間
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
、

体
操
を
楽
し
ん
で
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

今
年
8
月
に
誕
生
し
た
ば
か
り

で
、
メ
ン
バ
ー
は

7
人
、
み
ん
な

明
る
く
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
来
る
若

い
お
母
さ
ん
も
い
ま
す
。
す
て
き

な
本
田
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
で

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
に

で
も
気
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
で

す
。
皆
さ
ん
も
、
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

例
会
毎
週
火
曜
日
、
午
前
日
時

1
正
午

内
容
ス
ト
レ
ッ
チ
・
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
ダ
ン
ス

場
所
中
地
区
公
民
館

連
絡
先
久
保
(
宮
⑫
4
5
5
1
)



ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G接
種

該
当
す
る
乳
幼
児
生
後
3
か
月

1
4歳

未
満
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
受
け
て
い
な

い
乳
幼
児

料

金

無

料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

・
熱
の
あ
る
乳
幼
児
・
急
性
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
乳
幼
児
・
ま
ん
延
性
の
皮
膚
疾

患
の
あ
る
乳
幼
児
・
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ

ン
剤
を
使
用
し
て
い
る
乳
幼
児
・
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
に
お
い
て
、
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
が
水
ほ
う
、
懐
死
な
ど
の
非
常

に
強
い
反
応
を
示
し
た
こ
と
の
あ
る
乳
幼

児
・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種

後
4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種
混

合
な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て
い

な
い
乳
幼
児

ツ一反検査・BCG予防接種目程
接種会場 ツー反応検査 BCG媛種

西大村コミセン

二浦 出張所 12月5日同 12月7日(t)
鈴回出張所

市コミセン
12月6日付d12月8日(鎚

萱瀬出張所

竹松出張所
12月12日同 12月14日(ね

福重出張所

中地区公民館
12月13日制 12月15日制

松原出張所

大

市
シ寝
スた
テき
ムり
がゼ
スロ
タ推
l進

詞-25
イ住

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
家

庭
で
の
生
活
が
大
事
で
す
。
市
で
は
、
寝

た
き
り
に
な
る
可
能
性
の
高
い
人
に
つ
い

て
、
ご
本
人
お
よ
び
家
族
の
同
意
の
も
と

に
、
医
療
機
関
か
ら
必
要
な
情
報
の
提
供

を
受
け
、
適
切
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

相
談
窓
口
健
康
増
進
課

※時間はいずれも、午後 2 時~3 時
まで

医療機関と大村市を結び、皆様方の在宅
での生活を応援するネットワークです。

医
薬
分
業
の

説
明
会
を
開
き
ま
す

大
村
市
で
は
、
国
立
長
崎
中
央
病
院
を

は
じ
め
、
医
療
機
関
か
ら
院
外
処
方
せ
ん

が
発
行
さ
れ
、

一
部
で
医
療
分
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
盆
未
と
は
、
医
師
と

薬
剤
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
職
能
を
発

揮
し
て
、
医
療
の
質
的
向
上
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
医
療
分
業
を
一

層
推
進
す
る
た
め
に
、
今
後
説
明
会
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

種

中
峨

施

予

実

か

咳

ア

風

し

臼

テ

傷
フ

百

ジ

破

A
口混種一一一

しん(は麻健康テレホンサービス
古長崎 ft0958-26-5511 

お子様の体調の良いときに受け

られるよう、年間を通じて無料で

実施しています。

詳しくは、 T健康のしおりと国

民健康保険』をご覧ください。

1月2 
月 肺炎

火 かぜの予防

の 水 鼻水(=ついて
ア 木 唇のあれ

金 寒さと狭心症マ
土・日 妊婦と風疹

年末年始 老後の性生活を豊かL 性交痛
特別テーマ (再放送)， 95，12，28"" 96，1 ，4 

山田ケサさん101歳
「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
」
と
山

田
ケ
サ
さ
ん
に
花
束
を
贈
る
甲
斐

田

市

長

(

叩

/
円
・
慈
恵
荘
)

山田ケサさん(向木場町・明治27年生まれ)が10

月19日、 101歳を迎えられ、甲斐田市長は同日、入

所先の慈恵荘(東大村 2丁目)を訪れ、花束を贈り長

寿を祝いました。

山田さんは、一時期足を痛められ、寝たきり状態

になられましたが現在は回復、施設の行事へ積極的

に参加されています。

甲斐田市長が「お元気で長生きしてください」 と

花束を贈ると、山田さんは「ありがとうございまし

た」と お礼を述べられました。

市内の 101歳以上の長寿者は 3人となり ました。

12 -

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ

大道寺タマさん100歳
賀回
状中
や助
祝役
金か
がら
(贈大

門ら道
三れ寺
l まさ
白しん
ニ工'1-/'¥ 

き:祝

い
ま
す

大道寺タマさん(東三城町・明治28年生まれ)が11

月 1日で 100歳を迎えられ、市長職務代理者田中助

役は同日、自宅を訪れ、祝状 ・祝金などを贈り長寿

をネ兄いました。

大道寺さんは、長男夫婦と同居。日常は車椅子か

ソファーで過ごし、介助があれば歩いて移動されて

います。 また、食欲もあり、なんでもよく食べられ

るそうです。

田中助役は「これからもお元気で長生きしてくだ

さい」と花束を贈り、長寿を祝いました O

市内の 100歳以上の長寿者は 5人となりました。



原
爆
被
爆
者
二
世
の
皆
さ
ん

無
料
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

対
象
者
①
両
親
ま
た
は
、
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
こ
と

②
昭
和
泊
年
6
月
4
日
(
広
島
被
爆
の
場

合
、
昭
和
幻
年
6
月
1
日
)
以
降
に
出
生

し
た
人

申
込
方
法
受
診
申
込
書
(
保
健
所
と
市

福
祉
課
に
備
え
付
け
)
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

冬
休
み
学
童
保
育

入
所
児
、ほ
し
ゅ
う

平成7年12月号

対
象
共
働
き
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り

家
庭
の
保
育
に
欠
け
る
児
童
(
小
学
生
低

学
年
)

期
間
お
よ
び
時
間
ロ
月
お
日
側
1
平
成

8
年
1
月
6
日
出
、
午
前
8
時
1
午
後
5

時
初
分
(
ロ
月

mUH--月
3
日
の
聞
は

休
み
で
す
)

開
設
場
所
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
竹
松
小

学
校
横
美
天
宮
会
館
)

※
現
在
、
放
課
後
の
学
童
保
育
も
聞
い
て

い
ま
す
D

ま
た
、
来
年
度
新
一
年
生
や

下
校
後
の
子
ど
も
の
こ
と
が
心
配
な
人

は
、
随
時
入
所
の
受
け
付
け
を
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
に
ん
じ
ん
ク
ラ

ブ
父
母
の
会
(
宮
⑬

2
8
6
0
・浜

田
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

広報おおむら

ロ
月
1
日
幽
1
平
成
8
年
1

申
込
期
間

月
白
日
制

受
払
サ
区
刀
法
申
し
込
み
の
と
き
、
「
受
診

票
」
と
一
緒
に
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関

の
「
一
覧
表
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
原
爆
被
爆
者
対
策
課
、

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
庶
務
係

rさくう荘J

i O@maJ富良@
i 日時 12月14日(柑 | 
! 午前10時30分 j 

l 場所福祉センター 2階 i 
i 集会室 i 
l 皆さんのご来場をお待 l 

i ちしてます。 i

図書整備費に

多額の浄財寄付
森
教
育
長
に
図
書
整
備
費

と
し
て
多
額
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
る
富
永
秀
男
さ
ん

同
(
叩
/
同
・
市
役
所
)

歳末たすけあい運動 12月7~竺+
れ ホ1('1l叫止すけあい

募金は、生活困窮者や長期入院患者への

見舞金などに利用されます。

皆さんのご協力をお願いします。

お願し 1 募金は、社会福祉協議会または各

出張所へO

12月8日幽までにお届けください。

富永秀男さん(武部町)は10月

16日市役所を訪れ、市立図書館の

関書整備費として、 50万円を寄付

されましたG

市立図書館では、富永さんの寄

贈で富永文庫を開設しており、な

お一層の図書の充実が図られま

す。

ありがとうございました。

ーその1エイズこれだけi志知っマお予たじ
(4回シリーズ)

特別な人だけが、エイズに
なるわけではありません。
エイズはウイルスによる感染症ですから、
年をとっているか、若いか、男か女か、同↑
愛か異性愛か ー そんなことには関係芯いの
です。大人じゃあ左よいかうエイズにかからな
いと患っているのはまちがいです。

エイズにならないように、
みんなで気をつけようf
ただ「こわしiJと思ったり、 パニックになっ
たりしても、エイズはなくなりません。

エイズかう、自分を守るには
・正しい知識をもつこと。
・工イズウイルスに感染しないように気をつ
けること。

エイズのこと、もっと知らなくちゃ

とんT也恕ν
エイ~I~、

みん怠め問題
帯伺よ/

1'f.'土曜〈た重号館

エイズ怠んか
心配寄~こと
宅礼、んだろ

? 

資料提供:(財)エイズ予防財団

エイズをひきおこすのは、 HIVと呼ばれるウイルスです。
-HIVId:、 HumanImmunodeficiency Virusの頭文字をとったものです。
・日本話では、「ヒト免疫不全ウイルス」といいますが、わかりやすく「工イズウ
イルス」ということもあります。
・このウイルスは1983年にフランスで発見され、 1986年lこWHO(世界保健機関)
によってHIVという名前がつけられました。
-HIVの感染力は、カゼなど他のウイルスと比べるといちじるしく弱いことがわ
かっています。



第
初
回
市
展
入
賞
者
決
ま
る

美
術
の
秋
を
迎
え
、
第
お
回
市

展
に
は
、

3
2
2
点
の
力
作
が
出

品
さ
れ
、
多
数
の
参
観
を
得
て
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
通
り
入
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

・
大
村
市
長
賞

喜
多
正
雄
記
念
賞

洋
画

l
山
浦
日
出
夫
日
本
画

l

北
川
文
子
書
H
H
森
永
滋
子
写

真
H
H
太
田
武
義
彫
塑
・
工
芸

l

蓮
本
ま
ゆ
み
デ
ザ
イ
ン
H
H
樋
口

章-
市
議
会
議
長
賞

彫
塑
・
工
芸

l
樋
口
和
宏

イ
ン

1
大
塚
朱
美

・
教
育
委
員
会
賞

洋
画

l
遠
岳
祐
子

本
芳
江

-
文
化
協
会
賞

書

l
川
野
敏
夫
写
真

l
橋
口
み

と
り
-
美
術
協
会
賞

洋
画

l
渡
辺
洋
子
日
本
画
H
H
岩

永

弘

書

1
竹
下
ス
ナ
エ
写
真

1
渡
海
土
筆
彫
塑
・
工
芸

1
山

石
拓
実
デ
ザ
イ
ン

1
加
島
崇
子

・
奨
励
賞

洋
画

1
佐
藤
武
彦
、

早
瀬
潤
一
、

原
口
ハ
ル
エ
、
山
浦
悦
子
、
平
石

デ
ザ

322点もの力作が展示された市美術展
(11/4・市コミセン)

日
本
画

l
山

正
徹
、
岡
本
勝
見
、
小
漬
孝
子
、

坂
元
利
彦
、
今
村
純
子
、
水
上
美

智
子
、
樫
本
有
希
子
、
山
崎
尚
幸

日
本
画

1
藤
井
伊
都
子
、
松
崎
、
ン

ズ
ヨ
、
池
尾
美
津
子
、
姫
松
吉
郎
、

吉
松
咲
子
書
H
H
帯
田
佐
恵
子、

坂
根
毅
、
岩
谷
亮
子
、
寺
田
美
智

子
、
市
村
幸
子
、
堀
恭
嘉
、
尾
崎

淳
子
、
二
川
キ
ク
ヱ
、
長
井
タ
ツ

子
、
山
口
桂
子
、
矢
野
恵
子
、
冨

田
ア
ツ
子
、
古
瀬
恭
孝
、
川
副
敏

子

写

真

l
前
田
多
喜
雄
、
大
坂

由
人
、
演
口
誠
治
、
吉
永
浦
雄
、

谷
口
正
子
、
山
口
ス
ミ
子
、
成
瀬

ヒ
ツ
ヨ
、
大
薮
美
登
里
、
原
浄
美
、

小
川
肇
、
松
永
光
生
、
峯
力
、
安

永
敦
子
、
野
本
博
三

彫
塑
・
工

芸

l
野
沢
邦
彦
、
増
田
秀
夫
、
向
野

た
け
子
、
葉
山
政
雄
、
神
田
美
恵
子

。

サラリプミ沼炉内

る、‘.1v
 
てき‘いe，
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令
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品分
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あこの託会

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら

1
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
ヘ
ー

- 14-

被
保
険
者
が
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
、
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己

負
担
金
が
二
疋
額
を
超
え
る
場
合
、

そ
の
差
額
に
つ
い
て
高
額
療
養
費

の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
場
合

①
同
じ
人
が
同

一
月
内
に
、
同
一

l
i
l
l
l
i
l
1
1
1
1
1
1

0
l
l
i
-
-
-
-

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
、
ロ
月
の
年
末
調
整

で
精
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
部
分

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で

も
壁
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す
る

と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

〔確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
〕

①
給
与
の
年
収
が

2
、
0
0
0
万

円
を
超
え
る
人

の
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負

担
金
が

6
3
、
0
0
0
円

(
3
5
、

4
0
0
円
)
を
超
え
た
場
合
、
そ

の
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
同
一
世
帯
で
同
一
月
内
に
3
0
、

0
0
0
円
(
2
1
、
0
0
0
円
)
以

上
の
自
己
負
担
金
を
2
回
以
上
支

払
っ
た
場
合
、
合
算
し
て

6
3
、

0
0
0
円
(
3
5
、
4
0
0
円
)
を

超
え
る
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
同
一
世
帯
中
で
、
前
ロ
か
月
間

に
4
回
以
上
、
高
額
療
養
費
の
支

給
を
受
け
た
場
合
、

4
回
目
以
降

は
自
己
負
担
限
度
額
が

6
3
、
0

0
0
円

(
3
5
、
4
0
0
円
)
か
ら
、

3
7
、2
0
0
円

(
2
4
、6
0
0

。

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
(
収
入
金
額
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
後
の
金
額
)
の

合
計
が
初
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人

こ
の
よ
う
な
人
の
確
定
申
告
は
、

2
月
日
日
か
ら
3
月
日
日
の
確
定

申
告
期
間
中
に
受
け
付
け
ま
す
。

〔確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
(
還
付
申
告
)
〕

①

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

l
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合
(
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
)

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合

(
医
療
費
控
除
)

円
)
へ
と
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

④
人
工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不

全
や
血
友
病
に
つ
い
て
は
「
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
」
を
病
院
の
窓

口
へ
提
出
す
る
と

1
か
月

1
0
、

0
0
0
円
以
内
の
支
払
い
で
済
み

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
が
き
か
な
い
差

額
ベ
ッ
ド
料
や
、
基
準
看
護
の
病

院
に
入
院
し
た
と
き
の
付
き
添
い

看
護
料
な
ど
は
、
支
給
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
は

9
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
保
険

E
R
 

J
I
 

O
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
li
l
-
-

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

(
雑
損
控
除
)

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
な
い
場
合

な
お
、
還
付
申
告
を
す
る
場
合

に
は
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
初
万

円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
含

め
て
計
算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
還
付
申
告
は
、

1
月
4
日
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
諌
早
税
務
署
個
人

課
税
部
門
(
宮
⑫

1
3
7
0
)



新
年
名
刺
受
換
会

平
成
8
年
名
刺
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
リ
平
成
8
年
1
月
4
日
側

午
後
5
時
初
分

1

会
場

l
パ
l
ク
ベ

ル

ズ

会

費

1
1
人

2
、
0
0
0
円

申
込
先
H
H
秘
書
広
報
課
ま
で
、
会
費
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込

期
限

l
ロ
月
5
日

ω

電
話
加
入
権
を
公
売

平成7年12月号

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
H
H

ロ
月
四
日

ω、
午
後
1
時
初
分
場
所

l
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方
法

l

一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

l
即

納
持
参
す
る
も
の

1
印
か
ん
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
公
売
台
数

1
若

干
問
い
合
わ
せ

1
税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま

す
。
な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
公
売

を
中
止
し
ま
す
。

広報おおむら

農
家
の
皆
さ
ん
へ

平
成
?
年
中
の
田
畑
作
付

面
積
な
ど
の
お
た
ず
ね

こ
の
お
た
ず
ね
は
、
平
成
7
年
分
の

市
内
の
作
付
動
向
お
よ
び
各
農
家
の
人

が
、
農
業
所
得
算
定
に
所
得
標
準
を
選

択
さ
れ
る
場
合
の
基
礎
資
料
に
な
る
も

の
で
す
。
正
確
に
記
入
の
上
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

1
ロ
月
初
日
制

提
出
先

1

税
務
課
ま
た
は
各
出
張
所

。
各
出
張
所
で
の
受
付
日
程

ロ
月
6
日
制
H
H
三
浦

・
鈴
田

ロ
月
7
日
偏
H
H
萱
瀬

ロ
月
8
日
働

l
西
大
村
・
竹
松

ロ
月
ロ
日
川
wl
福
重

・
松
原

受
付
時
間

l
午
前
8
時
却
分

1
午
後
4

時
初
分

問
い
合
わ
せ
H
H

税
務
課

狩
猟
解
禁
に
つ
い
て

平
成
8
年
2
月
日
日
ま
で
狩
猟
が
解

禁
さ
れ
て
い
ま
す
。
狩
猟
期
間
中
は
次

の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ

い

・
狩
猟

期
間
中
に
山
野
を
歩
い
た
り
、
田
畑
で

作
業
を
す
る
際
は
、
目
立
た
な
い
服
装

は
避
け
、
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど
し
、
自

分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
・
狩
猟
に
伴
う

違
反
行
為
や
事
故
を
見
聞
き
し
た
と
き

は
、
最
寄
り
の
警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
H
H
県
自
然
保
護
課

国
有
地
の
売
り
払
い

固
有
地
を

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

り
払
い
ま
す
。
所
在
・
種
目
・
数
量

1

池
田
新
町
7
3
6
番
地
位
・
宅
地
・

1

5
3
2m
ほ
か
5
物
件

説
明
会
の
日

時
・
会
場

l
ロ
月
日
日
側
、
午
後
2
時

1
・
池
田
新
町
公
園

入
札
日

1
ロ
月

幻
日
同

-n日
制

入
札
会
場

l
市
コ

ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ

l
福
岡
財
務
支

局
長
崎
財
務
事
務
所

(宮
0
9
5
8
⑫

4
2
7
1
)
 

電

銃
砲
万
剣
類
登
録
審
査
会

日
時

l
ロ
月
日
日
側
、
午
後
1
時
1
3

時

場
所

1
セ
ン
ト
ヒ

ル
長
崎
(
長
崎

市
筑
後
町
)

持
参
す
る
も
の

1
当
該

銃
砲
万
剣
類
、
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
、

申
請
者
本
人
の
印
か
ん
(
認
印
可
)
登

録
手
数
料

(
1
件

)
1
V
登
録
証
交
付
手

数
料
5
、
2
0
0
円

V

登
録
証
再
交
付

手
数
料
2
、
7
0
0
円

問

い

合

わ

せ

l
県
文
化
課
、
大
村
警
察
署
お
よ
び
派

出
所
、
市
文
化
課

国
の
教
育
ロ
ー
ン

こ
れ
は
、
高
校
・
大
学
・
専
修
学
校

な
ど
で
、
入
学
や
在
学
中
に
必
要
と
な

る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
で
す
。

融
資
金
額

1
学
生

・
生
徒
1
人
に
つ
き

1
5
0
万
円
以
内
返
済
期
間

1
8年

25分)

29分)

(アニメ

(アニメ

12月9日
(土j

-金のがちょう

・母をたずねて三千里

I 12官日 |中地区公民館 10:00-----11 :00 
・草原の子テングリ (アニメ 21分)
・雪国からのたより (アニメ 24分)

冬休み子ども映画会d唇きり
・ウルトラマングラフティ (アニメ 27分)

・くまのおいしやさん (アニメ 23分) 以
内

金
利

1
年

3
・
2
5
%

問
い

合
わ
せ
H
H
国
民
金
融
公
庫
長
崎
支
庖

(
宮

0
9
5
8
⑫
3
1
4
1
)

長
崎
県
特
別
労
働
相
談
員

の
設
置

日
時

l
第
1
・
第
3
水
曜
日
、
午
後
1

時
却
分
1
3
時
初
分
(
祝
祭
日
を
除
く
)

対
象
者

1
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
労

働
者
・
使
用
者
相
談
事
項

1
0
人
事
、

労
務
管
理
に
関
す
る

こ
と
O
解
雇
、
出

向
、
雇
用
調
整
。
パ
l
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
の
労
働
条
件
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
、

育
児
休
業
、
介
護
休
業
O
賃
金
、
退
職

金
に
関
す
る
こ
と
O
労
働
時
間
短
縮、

時
短
奨
励
金
な
ど
場
所
・
問
い
合
わ

せ
1
佐
世
保
労
政
事
務
所

(労
働
福
祉

セ
ン
タ
ー

1
階

宮
0
9
5
6
⑫
4
4

3
9
)
※
相
談
無
料

・
秘
密
厳
守
で
す

日 日寺 1 0:00~11 :00 13:00~ 14:00 15:00~16:00 

12月25日(月)鈴田出張所 三浦出張所 萱瀬出張所

12月26日ω中地区公民館 福重出張所 松原出張所
12月27自体)竹松出張所 市コミセ ン 西大村コミセン

視聴覚ライブラリー

(含⑬3161 市コミセン内)

問い合わせ



長
崎
県
U
タ
l
ン
・
大
学
生

等
合
同
企
業
面
談
会
の
開
催

日
時
H
H
平
成
8
年
1
月
5
日
樹
、
午
後

1
時
1
4
時

場

所

1
ア
イ
ト
ワ
(
佐

世
保
市
福
石
町
初
番
目
号
宮

0
9
5

6
⑫
2
2
6
6
)

対
象
者

l
U
タ
ー

ン
し
て
地
元
企
業
へ
の
再
就
職
を
希
望

し
て
い
る
者
、
来
春
卒
業
予
定
の
大
学

生
・
短
大
生
・
各
種
専
門
学
校
生
参

加
企
業
H
H
初

社

内

容

l
個
別
面
談
、

求
職
相
談
な
ど
問
い
合
わ
せ

1
佐
世

保
公
共
職
業
安
定
所

(
8
0
9
5
6
⑧

8
0
8
1
)
 

大
村
子
ど
も
劇
場
例
会

「
準
備
完
了
!
第
1
号
計
画
」

大
官
険
を
計
画
し
、
思
い
も
か
け
な

い
騒
動
を
巻
き
起
こ
す
子
ど
も
た
ち
の

お
は
な
し
で
す
。

日
時

1
ロ
月
初
日
側
、
午
後
6
時
初
分

1
8
時
5
分

会

場

l
市
民
体
育
館

会
費

l
会
員
は
会
費
で
賄
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
問

い
合
わ
せ

1
大
村
子
ど
も
劇
場
事
務
局

(
佐
戸
・
宮
⑬

7
0
6
3
)

障
害
児
教
育
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

文

化

講

演

会

日
時

l
ロ
月
日
日
目
、
午
後
6
時
初
分

開

演

場

所

l
大
村
市
民
会
館
入
場

料

l
無
料

(
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
)

演
題

l
「泣
い
て
笑

っ
て
女
の
人
生
」

講
師

l
内
海
好
江
師
匠

問
い
合
わ
せ

l
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
宮
⑫

2

6
1
9
)
 

コ
ミ
セ
ン
・
サ
タ
デ
ー

ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

l
ロ
月
刊
日
出
、
午
後
7
時
間
演

個人住宅建設資金利子

補給金の申請について

市では、個人住宅の建設促進を図るため、

住宅建設資金の融資を利用して個人住宅を

取得した人に対して、利子補給金が受けら

れる制度を設けています。〉欠に該当する人

は申請してください。

①住宅建設資金の融資(800万円以上)を受

け、市内に自ら居住するための住宅の新

築 (居住したことのない住宅の購入を含

む)およひ、増改築を行った人

②住宅建設資金の最初の償還月が、平成7

年4月1白から平成8年3月31日まで

に該当する人

利子補給金額年間一律 40，000円

( 1か年限り)

申し込み・問い合わせ 商工観光課

場
所
H
H
市
コ

ミ
セ

ン

入
場
料

1
無
料

出
演
団
体

1
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

問

い
合
わ
せ

l
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑬

3
1

6
1
)
 

第
叩
固

西
大
村
地
区

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

コ
ミ
セ
ン
を
定
例
的
に
利
用
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

-R舞台
発
表
の
部
日
時

l
ロ
月
3
日

目
、
午
前
9
時
初
分
j
午
後
3
時
初
分

内
容
H
H
西
大
村
浮
立
、
剣
詩
舞
、
民
踊
、

健
康
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
空
手
、

居
合

術

-R展示
発
表
の
部
日
時
H
H
ロ
月
2
日

出
、
午
後
1
時
1
ロ
月
3
日
間
、
午
後

3
時
初
分
内
容

l
生
花
、
書
、
粘
土
、

フ
ラ
ワ
ー
、
編
物
ほ
か

女
バ
ザ
ー
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、
お

菓
子
ほ
か

場
所
H
H
西
大
村
地
区
コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑬

4
9
7
9
)
 

大
村
混
声
合
唱
団

第
幻
固

定
期
演
奏
会

日
時

l
ロ
月
2
日
出
、
午
後
6
時

ω分

間
場
、
午
後
7
時
開
演

場
所

1
大
村

市
民
会
館
内
容

1
ク
リ
ス
マ
ス
曲
集
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
集
、
世
界
の
名
曲
集

入
場
料

l
無
料
(
入
場
整
理
券
が
必
要
)

問
い
合
わ
せ

1
中
村
(宮
⑬
4
2
9
3
)、

伊
地
知
(
宮
⑬
6
9
8
8
)

図書館・史料館の駐車場は工事のため

平成8年3月上旬まで使用できません

図書館から

v新着図書のζ案内

図書館・史料館の駐車場は、トイレ設置工事および駐

輪場整備工事のため使用できませんので、工事期間中

は市民会館の駐車場をご利用ください。

工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、市民の皆

さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

かつて装蹄師だった瀕死の老人

に殺人を告白された映画監督トマ

ス。競馬界の謎の事件を題材にし

た新作を撮影中、彼は何者かの妨

害を受け始める。映画界を舞台に

謎とサスペンスの連続で贈るシリ

ーズ最新作。

「
告
解
」

デ
ィ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
シ
ス
著

講座 「子育てと読書」 争豆き〉
子どもの読書離れが言われますが、本当に子どもは本嫌

いなのでしょうか? 心を育てるものとしての絵本を子育

ての中でどう選び与えればいいのか一緒に考えてみません

か。市立図書館では 2回にわた って講座を次のとおり開催

します。

日 時 12月15日樹、午前10時30分~正午

場所市立図書館学習室

講 師 山田真理子氏 (九州大谷短期大学教授)

受講料 無料 (電話か直接来館の上お申し込みを)

定 員 60人 ※2回目は 3月上旬に予定してます。

- 16-

C ~~. ) 総門谷R小町変妖篇 (高橋克彦著)/女
一般書 )

ノ 文士(林真理子著)/ 私はウサギ (ひか

わ玲子著)/ デビューのころ(五木寛之著)/ 水の眠り灰

の夢(桐野夏生著)/ 緩やかさ(ミラン・クンデラ著)/

狂人と呼ばれた男(ヤーン・クロス著)/ 軽い手荷物の旅

(トーベ・ヤンソン著 / LAコンフイデンシャル上・下

(ジェイムズ・エルロイ著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

ぞご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (宮 ⑫ 2457)

どう



平成 7年12月号

中央・なかちく公民館後期特別講座のご案内
中央公民館

広報おおむら

告⑭ 3161)

教
戸主品『
名 内 円台そ望 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

身近にある材料が豪華なお正月料
昼の部
12月22日(封

理に大変身fお正月は手作りお節 午後 1 時30分~4 時 各コ ースともに
お正月料理の作り方 料理でおもてなし。(材料費:900円) 柳原 淳

⑨昼か夜のどちらかをお選びくだ
夜の部

12月23日出 成人 30人
さし、。 午後 6 時~8 時30分

小倉百人一首の並べ方、取り方、遊 12月26日ω、27日側、
小倉百人一首 び方を楽 しく学びます。 28日(柑 小学 1年~中学

子どもかるた教室 (資料代 100円) 平成 8年 1月4日(木)
野口弘満

3年生 30人
(平成8年1月4日は新春かるた大会) 午後 2 時~4 時

(幸町25-33

(松並 1丁目246ー5 ft⑩ 1376) 

対象・定員 |講師(敬称略)

なかちく公民館
教室名 日

クリスマス

子どもおりがみ教室

親子または

期

12月16日(土)

午後 1時30分~
3時30分

容

おりがみで、 X'masカードなど、ク

リスマスにちなんだものをイ乍ります。

(教材費:300円)

内

おりづる会
小学生以上

-申込期限
・申込方法

12月11日明) 受講料は無料 (教材費は実費)
往復ハガキに、 住所 ・氏名 ・年齢(学校名、学年)・性別・電話 ・希望する講座を一葉にー講座書いて申 し込んでくださ
い。申し込み多数の場合は抽選します。

・申 し込み・ 問い合わせ 各公民館へ

平
成

8
年

カ
i
ド」

「
正
月
用
門
松

の
頒
布
受
付
中

自
然
に
や
さ
し
い
潤
い

の
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
く
ら
し
の
簡

素
化
・ゴ
ミ
減
量
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

金
額
l
1
組

(
2
枚

)ω
円

申
込
期

限

l
ロ
月
四
日
側

申
込
先
H
H
長
崎
県

新
生
活
運
動
協
議
会
事
務
局
(
宮
0
9

5
8
⑧
1
9
0
1
)

問
い
合
わ
せ

l

社
会
教
育
課

門松カード見本

大 ん記
村 山l
市 i叫
子 〉

ど
も
美
術
展
作
。ロ

部
門
お
よ
び
作
品
規
定

1
①
絵
画
の
部

(
ポ
ス
タ
ー
は
除
き
版
画
は
含
み
ま
す
)

・
用
具
・
:
ク

レ
ヨ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、
水

彩

・
サ
イ
ズ
:
・
画
用
紙
サ
イ
ズ
で

8

つ
切
り
、
ま
た
は

4
つ
切
り

②

書

の

部
(
半
紙
と
し
ま
す
)

課
題

1
①
絵
画

の
部
は
自
由
課
題

②
書
の

部

小

1

・:
ゆ
め
、
小
2
:
・土
手
、
小
3
:
・
社
会
、

小
4
:
・成
功
、
小
5
・:
時
代
、

小
6
・:

栄
光
、
中
1
・:
開
発
、
中
2
:
・
推
進
、

t 

中
3
:
・
飛
躍
(
中
3
の
み
楕
書
ま
た
は

行
書
も
可
)
資
格

1
市
内
に
住
ん
で
い

る
小
学
1
年
生

1
中
学
3
年
生

規
定

H
H
出
品
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
(
校

内
展
は
出
品
可
)

の
も
の
で
各
部
門
1

人
1
点
と
し
ま
す
。
作
品
に
は
、
学
校

(
団
体
名
)
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。
※
作
品
を
搬
入
す
る
場
合

は
、
必
ず
申
し
込
み
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

1
1
月
刊

日
側

1
凶
日
働
ま
で
に
市
コ
ミ
セ
ン
へ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
H
H
市
長

賞
、
市
議
会
議
長
賞
、
教
育
長
賞
を
は

じ
め
、
優
秀
、
優
良
、
佳
作
の
各
賞
を

贈
り
ま
す
。

作
品
展
示
期
間

1
2月

6
日

ωi
U日
ω
※
入
賞
作
品
を
市

コ
ミ
セ
ン
に
展
示
し
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
l
市
子
ど
も
美
術
展
事
務
局
(
市
コ

ミ
セ
ン
内

包
⑪

3
1
6
1
)

平
成

8
年
度

市
立
幼
稚
園

園
児
を
追
加
、
ほ
し
ゅ
う

対
象
H
H
平
成
2
年
4
月
2
日
1
3年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
※
三
浦
幼
稚

園
は
、
平
成
3
年
4
月
2
日
1
4
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
口

申
込
期
間
H
H
ロ
月
1
日
幽

1
n
日
働

申
込
方
法
H
H
各
幼
稚
園
に

あ
る
願
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
l
各
幼
稚
園
ま
た
は
、
教

育
委
員
会
庶
務
課

幼稚園名 電話

i甫 ⑬ 1550 
事令 田 ⑬ 1551 

大 キナ ⑫ 2549 

一 城 ⑬ 6050 

西大村 ⑫ 4502 

中 央 ⑫ 4228 

竹 松 ⑮ 8301 

福 重 ⑮ 8741 

松 原 ⑮ 8721 

放虎原 ⑫ 3564 

節
水
ア
イ
デ
ア
は
あ
り
ま
せ
ん
か

節
水
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、

実
用
的
で
広
く
応
用
で
き
る
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
部
門
・
課
題

l
一
般
家
庭
、
事
業
所
、
建
築
設
計
、

農
林
水
産
業
部
門
に
お
け
る
節
水
や
水

利
用
の
合
理
化
に
寄
与
す
る
ア
イ
デ
ア

応
募
資
格

1
県
内
在
住
の
人

原
稿

1

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

募

集
期
限

l
平
成
8
年
1
月
日
日
何

問

い
合
わ
せ

l
県
水
資
源
土
地
政
策
課

(
宮

0
9
5
8
⑫
4
9
5
5
)

自

衛

官

(自
衛
隊
生
徒
)

資
格

l
中
卒
(
見
込
み
)
で
口
歳
未
満

の
男
子

受
付
期
限

1
平
成
8
年
1
月

4
日
嗣

試
験
日
l
1
月
6
日
出

申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
H
自
衛
隊
大
村

募
集
事
務
所
(
宮
⑫

6
2
1
7
)

弓

i



県
立
農
業
大
学
校
学
生

-
養
成
部
門
・
:
学
科
H
H
野
菜
、
花
き
、
果

樹
、
畜
産
資
格

l
高
等
学
校
卒
業
者

(
卒
業
見
込
み
合
む
)
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
出
願
期
間

1
ロ
月
日
日
開

1
平
成
8
年
1
月
ロ
日
制

(
2
期
募
集

は
2
月
か
ら
)
・
研
究
部
門
・
:
専
攻

l

園
芸
、
畜
産
資
格

l
農
業
大
学
校
卒

業
者
(
卒
業
見
込
み
含
む
)
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
出
願
期
間

l
ロ
月
1

日
制

1
1
日
側
問
い
合
わ
せ

1
県
立

農
業
大
学
校
(
宮
⑫

1
0
1
6
)

国
立
口
之
津
海
員
学
校

本
科
生
徒

受
験
資
格

l
中
学
校
卒
業
以
上
(
平
成

8
年
3
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
)
修

業
年
限
1
3
年
(
高
卒
同
等
資
格
付
与
)

募
集
人
員

1
本
科
約
初
人
入
学
試
験

日

1
平
成
8
年
2
月
時
日
間
試
験
科

目

l
国
語
、
数
学
、
英
語
願
書
受
付

期
間

l
平
成
8
年
1
月
刊
日
制
1
2
月

9
日
働
問
い
合
わ
せ

l
口
之
津
海
員

学
校
(
南
高
来
郡
口
之
津
町
丁
5
7
8

2
(
宮

0
9
5
7
⑮
2
1
5
1
)

県
立
農
業
大
学
校
付
属

千
綿
女
子
高
等
学
園
生
徒

資
格

l
中
学
校
卒
業
者
(
卒
業
見
込
み

含
む
)
出
願
期
間

1
平
成
8
年
2
月

5
日
側
l
M
日
働
問
い
合
わ
せ

l
県

立
農
業
大
学
校
付
属
千
綿
女
子
高
等
学

園
(
宮
⑫

0
2
3
0
)

シクラメン

平
成
7
年
度

園
内
体
験
航
海

B
&
G
「
少
年
の
船
」
参
加
者

対
象
者

1
来
春
小
学
5
・
6
年
生
お
よ

び
中
学
生
の
男
女
期
間

l
平
成
8
年

場所

参加費

3
月
白
日
目
1
4
月
6
日
出
、
6
泊
7

日

内

容

l
沖
縄
に
て
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

体
験
や
各
地
見
学
、
新
さ
く
ら
丸
に
て

大
阪
港
へ
体
験
航
海
(
船
内
研
修
多
彩
)

募
集
人
員
1
数
人
(
全
国
よ
り
4
5
0

人
が
参
加
)
費
用

1

7
5
、
0
0
0

円
十
発
着
地
ま
で
の
交
通
費
(
発
着
地

ま
で
は
当
ク
ラ
ブ
で
引
率
)
申
込
期

限

l
ロ
月
9
日
出

問
い
合
わ
せ

1
大

村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
大
村
ボ

i
ト
場
内

合
(⑪

6
1
9
4
)

平
成
8
年
春
休
み

中
学
・
高
校
生
の
た
め
の

海
外
派
遣
参
加
者

研
修
地

1
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ

ギ
リ
ス
主
な
内
容

l
学
校
体
験
、
家

庭
滞
在
、
野
外
活
動
、
ジ
ャ
パ
ン
デ
l

お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
(
地
域

見
学
)
研
修
期
間
・
対
象
・
参
加
費

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

岡
田
際
青
少
年

研
修
協
会
(
東
京
都
新
宿
区
四
谷
2

|

日
大
村
ピ
ル

3
F
E
0
3
1
3
3
5
9

1
8
4
2
1
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
就
業
条

件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
技
術
講
習
会

を
聞
き
ま
す
。

科
目
リ
ワ
ー
プ
ロ

4

級
(
日
商
検
定
4
級
受
験
)
定
員
H
H
犯

人

期

間

1
平
成
8
年
1
月
8
日
側

1

2
月
間
日
制、

初
日
間
(
第
2
・
第
4

土
曜
日
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
)
時

間

l
午
前
日
時

1
午
後
1
時

初

分

場

所

1
国
際
情
報
科
学
専
門
学
校
諌
早
校

資
格

l
・
受
講
後
、
再
就
職
を
希
望
す

る
女
性
(
初
心
者
)
な
ど
・
全
日
程
出

席
可
能
な
人
受
講
料

l
無
料
(
た
だ

し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
)
受
付
期

間

l
ロ
月
1
日
幽
か
ら
定
員
に
達
す
る

ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ

せ
1
長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(
宮

0
9
5
8
⑬
9
0
3
0
)

市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家(月額・円賃) 

東諏訪 1 3 K 16，400 

池 田 I 3DK 15.500 

種
竹松 1 3DK 12，000 

2 東諏訪 1 3 K 12，300 

種 池 田 1 2 K 7，800 
」ーー '-ー白

12月11日(月)

12月20日制

午前10時30分から

入居日 1月1日(月)

申し込み・問い合わせ

建築課住宅係

申込期限

抽選日

初
心
者
の
た
め
の
ギ
タ
1

3
か
月
講
座

- 18 

~~êJW~句切~Iマお
⑭宅設さ~(h'ù

歌って、踊って、ゲームをして、

サンタと一緒に楽しいクリスマスの

夕べを楽しみませんか。 クリスマス

プレゼントもお楽しみにグ

4a !4hj¥ 
/---C;?!:'6 十~)"豊

{~éW.J\ べ子ち

哩要望事持管奈

3・iq竺
日 時 12月16日出、午後6時30分~

8時 (受付は午後 6時)

市コミセン

プレゼント代1人500円(大人、
子ども共通)

申込方法 前も って入場券をお求めく

ださい。(中地区公民館・市

コミセンにあります)

定員先着350人
主催市レク リエーショ ン協会

問い合わせ 中地区公民館(宮⑬1376)

ギ
タ
l
の
持
ち
方
か
ら
「
禁
じ
ら
れ

た
遊
び
」
ま
で
、
名
曲
を
教
材
に
楽
し

く
レ
ッ
ス
ン
!
日
時

1
ロ
月
刊
日
目

午
後
2
時
1
4
時

(
2
回
目
以
降
は
毎

週
金
曜
日
、
午
後
7
時
1
8
時
日
分
)

場
所

l
市
コ

ミ

セ

ン

会

費

1
2
、
5

0
0
円

(
1
か
月
)
講
師

l
山
下
亨
先

生

対

象

H
H
小
学
生

1
一
般
問
い
合

わ
せ

l
高
階
(
宮

⑬

0
3
2
8
)

県営住宅入居者

12月5日閃から

12月 12 日例~14 日 (木)

長崎県住宅供給公社

大村事務所(合⑫6825)

入居予定者の決定

応募者が募集戸数より多い場合は、

公開抽選により決定します。

入居予定時期

12月下旬ごろから順次入居できます。

案内書配布

申込期間

問い合わせ



。第日
ロ

市
民
親
善
卓
球
大
会

期
日

l
ロ
月
口
日
岡

場
所
H
H
市
民
体

育
館

時
間

l
午
前
9
時
初
分
試
合
開

始

種

目

l
・
シ
ン
グ
ル
ス
中
学
男

・

女

(
学
年
別
)
、
一
般
男
子
A

(
高
校

含
む
)
・

一
般
男
子
B
、
一
般
女
子
A

(
高
校
含
む
)

・
一
般
女
子
B

・
ダ

ブ
ル
ス
男
・
女
参
加
資
格

1
市
内
に

在
住

・
在
勤

・
在
学
中
の
人

申
込
期

限

l
ロ
月
6
日
制

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

l
市
卓
球
協
会

・
中
嶋
(
宮

⑬

4
1
1
1
内
線
1
4
4
)

第
刊
は
回

県
下
冬
季
卓
球
大
会

期
日

l
平
成
8
年
1
月
比
日
岡山

場
所

l
市
民
体
育
館
時
間

l
午
前
9
時
鈎

分
試
合
開
始
種
目

1
・
シ
ン
グ
ル
ス

中
学
男
・
女
、

一
般
男
・
女
、
壮
年
男

・
女
、
ベ
テ
ラ
ン
男

・
女
、
オ
ー
ル
ド

ベ
テ
ラ
ン
※
高
校
は
一
般
に
含
み
ま

す
。

参
加
資
格

l
県
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
中
の
人

申
込
期
限
リ
ロ
月

辺
日
樹

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

l

市
卓
球
協
会
・
中
嶋
(
宮
⑬

4
1
1
1

内
線
1
4
4
)

「
県
央
カ
ッ
プ
」
争
奪
小
学
生

ス
ポ
ー
ツ
受
流
大
会
成
績

第
5
回
「
県
央
カ
ッ
プ
」
争
奪
小
学

、
ご
ま
円
叶
川

f

ー
パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

平成7年12月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
演
カ
ズ
ヱ
(
黒
丸
町
)
初
万
円

V
本
田
雅
子
(
古
賀
島
町
)
5
万
円

V
高
月
雅
佑
(
久
原
2
丁
目
)
叩
万
円

V
山
崎
定

(武
部
町
)
日
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
本
山
九
市
(
沖
田
町
)

5
万
円

鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
朝
長
武
(
岩
松
町
)
図
書
叩
万
円
相
当

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
村
井
ト
メ
(
松
原
2
丁
目
)

5
万
円

広報おおむら

(
敬
称
略
)

V
辻
保

一
郎
(
諏
訪
2
丁
目
)

5
万
円

V
森
登
茂
子
(
東
本
町
)
叩
万
円

V
小
林
繁
(
古
賀
島
町
)
初
万
円

V
町
永
郡
治

(
古
町
2
丁
目
)

3
万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
原
歌
謡
ク

ラ
ブ

金
)
1
8
万
円

V
為
永
伸
夫
氏
社
長
就
任
祝
賀
会
世
話

人
一
同

1
日
万
6
千
4
7
円

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
ガ
レ
ー
ジ
セ

l
ル

実
行
委
員
会
(
ガ
レ
ー
ジ
セ

l
ル
益
金
)

(
チ
ャ
リ
テ
ィ

I
益

生
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
叩
月
幻
日
-

m目
、
諌
早
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
成

績
(
大
村
市
関
係
の
み
)
は
次
の
と
お

り
で
す
。
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(
男
子
の

部
)
l
1
位
鈴
田
ク
ラ
ブ
、

2
位
富
の

原
ク
ラ
ブ
、

3
位
福
重
ク
ラ
ブ
(
女

子
の
部

)
1
2位
鈴
田
ク
ラ
ブ
、
3
位

竹
松
ク
ラ
ブ
。
軟
式
野
球

1
3位
大

村
ク
ラ
ブ
。
ミ
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
(
男

子
の
部

)
1
1位
大
村
小
、

3
位
富
の

原
小

。
サ

ッ
カ
ー

1
2
位
放
虎
原
サ

ッ
カ
ー
少
年
団
。
剣
道

1
3位
天
真

道
場
、

3
位
大
村
剣
西
ク
ラ
ブ

・
剣

道
個
人
戦

1
1
位
寺
田
有
希
(
微
神
堂
)

3
位
原
口
光
太
(
旭
が

E
)

・
柔
道

個
人
戦

{5
年
生
重
量
級
】
1
3位
吉

田
知
寛
(
大
村
柔
道
)

I
H万
5
千
2
8
4
円

V

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
末
士
口
岩
松
駅
前

庖
(
庖
頭
募
金

)
1
1
万
2
千
2
4
6
円

V
大
村
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
(
健

康
・
福
祉
ま
つ
り
バ
ザ
l
益
金
)
I
5

万
円
大
村
市
へ

V
富
永
昇
(
杭
出
津
1
丁
目
)
日
万
円

(
人
口
8
万
人
突
破
記
念
)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ

V
第
切
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
出

場
者
一
同

1
1万
円

黒
木
小
学
校
へ

V
黒
木
小
P
T
A
・
黒
木
町
有
志

l
校

旗
位
万
円
相
当

V
黒
木
小
P
T
A
、
佐
藤
電
設
工
業
・

誠
和
工
業
、
宮
本
建
設
、
富
永
工
務
庖

ー
天
幕
4
張
必
万
4
千
円
相
当

松
原
小
学
校
へ

V
徳
田
信
義

(
松
原
本
町
)
文
具
初
万

円
相
当

V
松
原
小
育
友
会

l
事
務
機
器
四
万
円

相
当
旭
が
圧
小
学
校
へ

V
側
親
和
銀
行
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

l

楽
器
お
万
円
相
当

玖
島
中
学
校
へ

V
側
親
和
銀
行
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

l

楽
器
犯
万
円
相
当

市
立
図
書
館
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
l
児
童

図
書
日
万
円
相
当

清
和
園
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

l
苗
木

・

鉢
物
V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松
一
・

松
尾
謙

)
1
理
容
奉
仕

慈
恵
荘
へ

V
坂
上
ア
サ
子
(
西
部
町
)
日
万
円

V

三
井
ノ
田
富
子
(
諌
早
市
)
5
万
円

V
福
田
ハ
ル

ヨ

(
荒
瀬
町
)
初
万
円

V
上
小
路
悠
々
会
H
H
タ
オ
ル

・
石
け
ん

3
4

、4

t
u
A
H
 

V
永
測
屋

1
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う

V
鏡
千
代
(
陰
平
町
)
大
型
太
鼓

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
2
丁
目
)
作
業
奉

仕V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
生

1
買
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
運
動
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
長
崎
純
心
女
子
短
期
大
学

l
運
動
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
松
永
シ
ズ

エ
ほ
か

(
松
並
1
丁
目
)
生

花
教
室
指
導

V
黒
田
喜
寿
(
乾
馬
場
町
)
言
葉
の
リ

ハ
ビ
リ

V
坂
田
里
子
(
須
田
ノ
木
町
)
作
業
奉
仕

泉
の
里

へ

V
登
貴
和
木
会

l
奉
仕

V
平
山
テ
イ
(
上
諏
訪
町
)
1
万
円

V
立
正
佼
成
会
第
1
支
部

1
供
養

V
小
路
口
老
人
会
路
寿
会

1
慰
問
・
石

け
ん
ほ
か

V
平
岡
ア
キ
エ

(
杭
出
津
3
丁
目
)
車

椅
子

・
紙
オ
ム
ツ

三
彩
の
里
へ

V
水
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

1
タ
オ
ル

.
石
け
ん

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

う
ぐ
い
す
の
圧
へ

V
横
田
正
春
(
富
の
原
1
丁
目
)
2
万
円

V
三
浦
保
子
(
古
賀
島
町
)
ま
ん
じ
ゅ
う

V
馬
場
久
枝
(
小
浜
町
)
果
物

V
花
柳
メ
太
・
花
柳
子
ど
も
会
H
H
舞
踊

交
流
V
新
城
保
育
園
児

1
歌
と
踊
り
と
太
鼓

の
交
流

V
松
尾
地
区
町
内
一
同

1
奉
納
踊
り
交

流V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
唱
歌

.
読
み
聞
か
せ
交
流

お
わ
び
と
訂
正

日
月
号
叩
ペ

l
ジ
、
ご
寄
付
ご
好
意

の
欄
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
山
川

菊
夫
と
あ
る
の
は
、
山
川
菊
美
の
間
違

い
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



カレジタ事情12月
η
月
は
、
固
定
資
産
税
(
4期
)
と
国
民
健
康
保
険
税
(6
期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日
妊婦教室(5) 中地区公民館 9: 30~13:00 1(6土日) 耳とこと(;rの相談 福祉センター 13:00-15:00
⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁

(金) 成人の健康相談 福祉センタ ー 1 3 :00~ 1 5 : 00 1?日 当番医
⑮40歳以上 ⑩血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (内)早 田内科医院 竹松本町 宮⑮⑭3530 

(日) (産)おぴ産婦人科医院本 町 宮 1103 
3日 当番医
(日)
(骨・内)津田青腸科内科医院小路口本町宮⑮⑫1507 乳幼児健康相談 竹松出張所

(眼) 楠木眼科医院 東三城町 宮 2711 
18日

⑧ 9 :30~ 11 :00 
健康よろず相談 竹松出張所 13 : 30~1 5 :30

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~
(月) ⑮血圧 ・コレステロール ・貧血 ・肥満など

4日 市コミ セン 9:30~ 11 :00 で気になる人、介護面の相談など

(月)
⑮母子健康手帳、ズボン ⑮健康手帳
一般健康相談 市役所健康相談室 13 : 00~16:00
⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか 19日 幼児教室(お口の健康と食生活) 市コ ミセン

5(火日日 (火)
⑧ 9 : 30~9 : 45 ⑮平成5年6月 ~7月生 ま れ

乳幼児健康相談 松原出張所 ③13:30~ 1 5:00 ⑮ 母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コッフ。

6日 妊婦教室(1) 市コミセン 13:30~ 1 6:00 
2(0水日) 妊婦教室(3)市コミセン 13:30~16:00 

(水) ⑮母子健康手帳 ⑮母子健康手帳

1歳6か月児健康診査 、 3歳児健康診査 大村保健所

ワ日
市コミセン ⑧13:00~ 13:30 

21日
⑧9:15~9 : 45 、 13:00~13 : 30

⑮平成6年5月生ま れ (平成5年1 2月 ~6月 4月 生まれで、 ⑮平成4年6月生まれ (平成3年12月 ~4年5月 生 ま れで、

(本) まだ受けていない人も受診してく ださい) (木) まだ受けていない人も受診してく ださい)
⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ ⑮ 母子健康手帳、問診票
(親子とも) 定期巡回献血 市役所 9:30~ 1 2 : 00

10日 当番医 22日 1 i表6か月児健康診査 市コミセン
(日)
(内・呼)おおつか内科医院 西コ城町 宮⑬⑮8080 

(金)
⑧13 :OO~ 13:30 

(外・内)牧山医院 宮小路2丁目 宮 7831 ⑮⑮…7日付文)と同じ

ことば‘の教室 市コミセン 13 :30~ 16 :00 23日 当番医
11日 (初めての人は、健康増進課ま で電話で申し (内)吉田内科クリニック 本町 宮⑫⑫1177 

(月)
込んでください) (土・祝)(産)後藤産婦人科医院西大村本町 ft(52)6015
⑮母子健康手帳、⑮ことばの発達などが気
になる幼児 24日 当番医

(日)
(内) 岡 内科医院東三城町 宮⑫⑫3000 

12日 乳幼児健康相談 市コミセン (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 宮 3070 

(火)
⑧9 : 30~11 : 00、 13:30~1 5 :00

25日⑮離乳食教室 ことば‘の教室 市コミセン 13 :30~ 16 :00 

(月) ⑮⑮...11日(月)と同じ

13日
乳幼児健康相談 萱瀬出張所

2ワ日妊③婦 9:30~11 :00 妊婦教室(4)市コミセン 13 : 30~16 : 00 

(水) 教室(2) 市コミセン 13: 30~ 16: 00 (水) ⑮母子健康手帳

⑮母子健康手帳、ズボン

31 B 当番医
14日 機能訓練根気の会 福祉センター 13: 30~ 15:30 

(日)
(内・呼)ともなが内科クリニック杭出津2丁目2⑭⑫5000 

(本) ⑩理学療法士による訓練、 言語訓練 (産) 福田産婦人科医院 古町1丁目 宮 6124 

15日 1歳6か月児健康診査 市コミ セン 略号の説明 ⑮ …対象 ⑧ …受け付け ⑮ ・・・内容

⑧13:00~13 : 30 診療⑮時…持ってく るもの
(金) ⑮⑮…7日(柑と同じ 当番医の 間 9:00~ 18:00

毎
月
l
回

発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地
宮

間
⑬

4
1
1
1
)

印
刷
所
/
第

一
印
刷
鮒

編
集
/
秘
書
広
報
課

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行ってい ます。

お気軽 にご相談 ください口

人権相談(特設 (7日・木 10 : OO~ 15 : 00) 
行政相談 (14日・木 9: 30~ 12 : 00) 
法律相談 (20日・水 10: OO~ 15 : 00) 
(法律相談は申 し込みカ1~' 10人になり次第締め切ります)

不動産相談 (22日・金 13: OO~ 16 : 00) 
受通事故相談 (26日・火 10: 00~16 : 00) 
年金相談 (27日・水 10: OO~ 15 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)0 

ロ
月
の
定
例
相
談
日

合ぢr.; "".0.' 
おおむら祭り より (11/3・三域小学校)

「広報おおむら」は再生紙

(古紙40%)を使用しています。

-20 

( 2 日 ~5 日、 8 日 ~ 1 2 日・歳末ドリームカップレース、

1 6 日 ~19 日、 21 日 ~24日・賞金王決定戦場外発売
12月の大村ボー卜
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